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 制度の概要

日本IDDMネットワークが実施する1型糖尿病研究への資金提供制度です。インスリン補充か

ら解放される「根治」、治療法改善による生活の質向上を目指す「治療」、新規発症患者を

無くす「予防」を含めた1型糖尿病の「根絶」を最終目標としています。

2008年度以降、172件・9億2392万円の研究支援実績を有し、患者・家族の"絶望を希望に

変える"チャレンジを支援しています。随時募集により、研究者のタイミングに合わせた申

請が可能です。

 支援内容

□ 研究費助成

1型糖尿病の「治療」「根治」「予防」に関する研究

概ね1,000万円以上 助成率：制限なし

 対象となる取組

【治療研究】

【根治研究】

【予防研究】

 対象者

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【研究トレンドの変化】

【採択されやすい研究特徴】

 研究支援実績の推移

総支援実績（2008-2024年）：172件・9億2392万円

平均支援額：約537万円（1件あたり）

 注目研究分野と事例

研究分野 代表的な取組例

バイオ人工膵島 ブタ膵島を用いた臨床実用化研究

iPS細胞技術 次世代型スマート膵島の作製

免疫療法 IL-7R標的治療薬開発

予防ワクチン コクサッキーBウイルスワクチン

AI・デジタル 療養支援システム開発

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

研究支援申請書

研究計画書

研究実績書

予算書

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://japan-iddm.net/researchers-medical-personne/grant_guideline/

お問い合わせ 認定特定非営利活動法人日本IDDMネットワーク

〒840-0854 佐賀県佐賀市八戸二丁目1番27-2号

TEL: 0952-20-2062　FAX: 050-3385-8940

※お問い合せは制度詳細ページよりお願いいたします。

現在の治療法改善による体への負担軽減

生活の質向上に関する研究

インスリン調整法の確立

インスリン補充からの解放を目指す研究

バイオ人工膵島移植技術開発

iPS細胞を活用した膵島細胞作製

新規発症患者を無くす予防法研究

発症機序解明に関する研究

免疫ワクチン療法開発

1型糖尿病に関連する研究に取り組む研究者又は団体

日本国内に研究拠点があること

原則として3年以上の研究実績があること

支援期間は最長2035年まで、各年更新手続が必要

研究者の個人口座への振込は不可、研究機関口座のみ

患者・家族の目線重視：画期的かつ先進的な研究価値の明確化

継続性と発展性：最長12年間の継続助成を意識した研究計画

社会的インパクト：根絶への貢献度を具体的に示す

実現可能性：研究実績と信念を持った独創性をアピール

バイオ人工膵島移植が最注目分野として台頭

iPS細胞技術の実用化段階への移行

AI・デジタル技術を活用した治療支援研究の拡大

臨床応用への道筋が明確な研究

患者QOL向上に直接寄与する実用的研究

他研究機関との連携体制が構築済み

研究計画書作成：患者目線を重視した提案書の構築

継続性の設計：長期間研究を見据えた戦略立案

資金調達戦略：他の助成制度との組み合わせ検討

成果発信支援：患者・家族への研究内容伝達方法

患者・家族目線での研究価値を明記

根絶への具体的貢献度を記載

継続性を意識した長期計画を作成

実現可能性の根拠を詳細に記載

過去3年以上の研究実績を証明

関連論文・学会発表リスト

間接経費は原則使用不可

研究機関口座への振込指定

事前準備期間

申請書類準備に1～2ヶ月程度。

患者・家族の想いを踏まえた研究価値の整理が重要。

申請期間

随時募集（2025年12月31日まで）

電子メールによる申請（暗号化必須）。

事務局持参・郵送・FAXは受付不可。

審査期間

有識者・学識経験者の助言を得て審査

採択決定

患者・家族の想いも踏まえて理事会で決定

支援開始

契約締結後、研究開始

毎年の更新手続きが必要（最長2035年まで）

https://japan-iddm.net/researchers-medical-personne/grant_guideline/

